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国独評委（教）
業務実績評価調書－通知及び公表まで委員限り－

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人航空大学校

業務運営評価

項 目 着 実 な 着 実 な 着実な実施状況にないと認 その他のコメント等
実 施 状 実 施 状 められる理由
況 に あ 況 に な
る い

１．業務運営の効率化 責任体制を明確化するため、
（１）組織運営の効率化 首席、次席制度の導入及び配置
①首席・次席教官の配置 実科 が計画どおり進んでおり、着実（ ）
首席教官の配置（学科） な実施状況にあるといえる。

（２）人材の活用 管理部門では、部門全体の２
①管理部門職員の国土交通省と １％の達成がなされ、実科教官
の人事交流（１割～２割） については、計画で２名程度の
②実科教官の国土交通省との ところを４名の人事交流を実施
人事交流（２名程度） している。また、学科教官につ
③学科教官の他大学等との人事 いては、他大学等との人事交流
交流に関する調査 が可能な分野に関し、意見交換

等による調査の努力が行われて
いることから、着実な実施状況
にあるといえる。
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（３）業務運営の効率化 ①教育時間及び養成期間の短縮
①教育・訓練業務の効率化 が計画どおり実施されており、

。イ学科教育 着実な実施状況にあるといえる
・教育時間の短縮 ②学科教育時間数については、
（△６４５時間） 時間短縮が教育効果に及ぼす影

、・養成期間の短縮（宮崎） 響を把握することも重要なので
（８ヶ月→６ヶ月） 教育内容を反映したシラバスに

ロ実科教育 ついてもフォローアップする必
・教育時間の短縮 要があるとの意見があった。
事業用課程
（帯広・宮崎で△５時間）
多発・計器課程
（仙台△１０時間）
・養成期間の短縮（仙台）
（８ヶ月→６ヶ月）

※平成１３年度入学者から実施
※多発・計器課程（仙台）は平成
１３年度該当なし

②訓練機材の利用率の向上 ①重整備、定時整備の見直しに
イ点検項目の削減（重整備） よる年間飛行可能時間の増加目
作業日数を６５日削減し、 標の９８％が達成されており、
１機当たりの年間飛行可能 現在、機体整備部品の入手方法

、時間を約１２時間増加 の改善が行われていることから
ロ休業日に整備（定時整備） 中期計画全体を見ると、次年度
平日の作業日数を６０日削 以降は、充分目標達成可能と判
減し、１機当たりの年間飛 断できるので、着実な実施状況
行可能時間を約１１時間増 にあるといえる。
加 ②整備時間が目標値に達しない

場合でも、ある程度、天候、部
品調達等の変動要素を考慮する
ことも必要であるとの意見があ
った。

③運航情報の電子化 各種データの収集による情報
訓練空港・空域の各種データ の標準化及び電子化がなされて
の収集、電子化手法の検討 おり、着実な実施状況にあると
及び情報の標準化 いえる。
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④一般管理費の抑制 ①１％程度の節約の目標に対し
１％程度の節約 て、２％程度の節約がされてお

り、着実な実施状況にあるとい
える。
②経営努力による節約残につい
ては、今後、財務諸表に明記す

。る必要があるとの意見があった

２．国民に提供するサービス 年度計画にある各種取り組み
（１）教育の質の向上 がなされており、質の向上に対

（ ） 、①操縦教官の技能審査 １回 する努力が認められることから各人
。在学生による授業評価の実施 着実な実施状況にあるといえる

卒業生・航空会社からの意見
聴取（各１回）
教育オブザーブ飛行
その他オブザーブ飛行

②追加教育 進度遅れの者対象 追加教育を必要とする学生が（ ）
事業用課程(最大 時間) いなかったことは、着実な実施10
多発・計器課程(最大 時間) 状況にあるといえる。10

※平成１３年度入学者から実施
※多発・計器課程（仙台）は平成
１３年度該当なし

③自主学習環境の改善 ① 、 、 気 象 情 報 提 供 装CBT CPT
・ を学生寮に配備 置の整備がなされており、自主CBT CPT

飛行場内気象情報提供装置を 学習環境改善の努力が認められ
設置し、教官・学生に対し情 ることから、着実な実施状況に
報入手の利便性を図るための あるといえる。
環境整備 ②自主学習環境改善のため、今

※ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ自主学習教材（各 後とも気象情報装置等の新しいCBT;
種操縦システム） 機材を有効活用していくべきで

※ 操縦模擬演習装置 ある。CPT;
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④資質の高い学生の確保 ①受験者数は４６２名であり、
イ受験者確保：５７０名 目標値の５７０名に達しなかっ
・受験資格の拡大（専修学校） たが、質の高い学生の確保とい
・身体検査基準の見直し 視力 う目的達成はできており、航空（ ）
・広報活動 身体検査基準の緩和など受験者

、ロ入学試験制度あり方検討会の 確保のための着実な努力を認め
設置 今後の取り組みを考慮し、中期

目標に向けて着実な実施状況に
あるとする。
②広報活動に対する費用対効果
の視点を評価に含める必要はな
いのかという意見があった。こ
の意見に対して、広報活動別に
費用対効果を割り出すのは難し
いとの意見もあった。
③次年度以降における受験者数
確保という目標達成のために、
達成できなかった原因の究明及
び今後の対応策を明確にするべ
きとの意見があった。
④受験者数の目標値設定につい
ては、質の高い学生の確保とい
う観点からすれば、この設定が
適切だったか疑問が残るとの意
見があった。

⑤年間の学生養成数５４名 新課程への移行にあたって、
一時的な寮の居室数、機材不足
が生じないよう、学生養成数５
４名の教育が実施されており、

。着実な実施状況にあるといえる

⑥国土交通省の操縦職員の技量 国土交通省の試験官８名の技
保持訓練・資格取得訓練 量保持訓練を実施しており、着

実な実施状況にあるといえる。
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、（２）航空安全に係る教育の充実 新課程による入学者について
①学生に対する安全教育 宮崎学科教育課程で２０時間、
飛行訓練開始前・宮崎 帯広フライト課程で２０時間の
（航空生理２０時間） 安全教育を実施しており、着実
飛行訓練開始後・帯広 な実施状況にあるといえる。
（航空生理・航空安全

各１０時間）

②教官の安全意識向上 実科教官に対する外部講師に
・外部講師による安全教育 よる安全教育として、航大各校
（年１回） において講義や意見交換等を実

・教官相互の意見交換 月１回 施し、また、教官相互において（ ）
も毎月、複数回の意見交換を実
施しており、目標に沿った着実
な実施状況にあるといえる。

③訓練機材の品質の向上 航大各校の整備職員及び整備
・整備従事者に対するヒューマ 会社の整備従事者へのヒューマ
ンファクター教育（年１回） ンファクター教育を実施し、年

・ホームページにヒャリハット 間飛行阻害率も３％以下に抑え
掲示ページを新設 ており、着実な実施状況にある

・年間飛行阻害率を３％以下 といえる。

（３）他機関との有機的連携 航大各校及び関係機関との間
関係機関と綿密な連携を図る で運航管理処理体制の確立を図
ため運航管理業務処理体制の っており、着実な実施状況にあ
確立 るといえる。

（４）成果の活用・普及 小型機の運航に関する研究、
①教育の質の向上・効率化を図 座学及びフライト課程における
るための調査・研究 教育内容等の調査研究、海外に

イ小型航空機の基礎的な研究 ある指定養成施設における訓練
ロ座学及びフライト課程におけ ・整備のあり方等の実地調査を
る教育内容等の調査研究 実施しており、着実な実施状況

ハ指定養成施設等の実地調査 にあるといえる。
ニ国際民間航空機関 ( )等のICAO
基礎データを収集し、国際基
準の調査・研究を教育に反映
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②航空思想の普及・啓発 航空思想の普及、啓発のため
空の日 ：年１回開催 の行事については、従来から実
航空教室 ：年４回程度 施していた空の日事業に加え、
市民航空講座：年２回程度 新たに航空教室及び市民航空講

座を開設し、普及活動の強化を
図っており 予期しない事態 米、 （
国テロ事件）の影響を受け、一
部実施できなかった部分もある
が、次年度以降は実施できると
の判断から、この時点では着実
な実施状況にあるとする。

． （ ）３ 予算 収支・資金の年度計画

４．短期借入金の限度額 ※平成１３年度は借入金なし。
（５００百万円）

５．重要な財産の処分等 ※平成１３年度は該当なし。

６．剰余金の使途 ※平成１３年度は該当なし。

７．主務省令で定める業務運営に 年度計画に従って、帯広分校
関する事項 学生寮の施設運営に必要な増築

（１）施設及び設備に関する計画 ・改修が実施されており、着実
帯広分校：学生寮増築工事 な実施状況にあるといえる。
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（２）人事に関する計画 外部講師の活用については、
、※人員の抑制 学生訓練に支障が生じないよう

①外部講師等の活用 教育に必要な資格保有者で対応
②イ訓練定員への対応 し、また、退職者の後補充は、

、ロ１，１９９百万円程度の人 首席・次席教官で対応するなど
件費を支出 人員の抑制を図っており、着実

な実施状況にあるといえる。

順 調 おおむね順調 要 努 力
判 断

＜記入要領＞・該当欄に○を付す。着実な実施状況にない欄に○を付した項目においては、該当欄に理由を記述する。
＜判断要領＞・着実な実施状況にある欄のすべての項目について○の場合には順調欄に○を付し、○の項目が７割以上の場合に

はおおむね順調欄に○を付し、○の項目が７割未満の場合には要努力欄に○を付す。
・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば、下欄に記述する。

【その他のコメント等】
特になし。
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国独評委（教）
業務実績評価調書－通知及び公表まで委員限り－

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人航空大学校

個別業務評価（アカウンタビリティ評価）

判 断 の 観 点 判 断

①主要業務が目的志向的に企画立案・
実施されているかどうかについて、
自己評価において十分な説明がなさ
れているか。

良好 ・ 要努力
②国民への説明責任を果たす上で、自
己評価結果がわかりやすいものにな
っているか。

③適切な自己評価体制や実施方法が確
立されているか。

＜記入要領＞
・上記①から③の判断の観点を考慮し、総合的に判断。
・ 法人の行う自己評価が説明責任を果たしているものかどうか」について、特段の問題「
なしと認められる場合には、判断欄の良好に○を付し、それ以外の場合には判断欄の要
努力に○を付す。

・判断欄の要努力に○を付す場合には、下欄にその理由を記述する。

【要努力と判断した理由】

・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば下欄に記述する。

【その他のコメント等】
報告内容のアカウンタビリティは高いと判断でき、目標達成に対する姿勢は評価で

きるとの意見があったが、報告書の体裁については、分かり易さと内容の充実・正確

性を同時に実現するのは難しいとは思うものの、量を再考し、見易さ、分かり易さの

向上に努力すべきとの意見もあった。
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国独評委（教）
業務実績評価調書－通知及び公表まで委員限り－

平成１３年度業務実績評価：独立行政法人航空大学校

総合的な評定

業務運営評価 個別業務評価 総合的な評定
（アカウンタビリティ評価）

順 調 ２ 良 好 １ ３

２
おおむね順調 １

１

要 努 力 ０ 要 努 力 ０ ０

【自主改善努力について】

身体検査に関する委託研究、教育訓練体制等の維持向上を図るための内部監査制度の導入、既卒未就職者へのサポート

など、理事長以下、教職員の意識改革を伴って努力されており、効果も出ていることから、相当程度の努力が認められる。

・なお、その他委員からの特筆すべきコメント等があれば下欄に記述する。

【その他のコメント等】
特になし。


